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Image-Pro 11 繊維分離測定簡易マニュアル 

① プロトコル 
Image-Pro 初心者の方でも簡単に測定できる 3 ステップのナビゲーション機能です。 
測定対象別のプロトコルを搭載しています。 
 
■材料工学プロトコロル（有償モジュール） 
・粒子サイズ 
・細孔 
・相 
・粒子相 
・複合材料 
・繊維太さ（旧 FiberThickness） 
・繊維分離（旧 Fiber Separation） 
・レイヤ（並行層） 
・レイヤ（同心層） 
・レイヤ（湾曲層） 
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■操作手順 
1.カウント/サイズ→多クラスを選択する。 
  「材料工学」を選択すると、プロトコルメニューが表示される。 

 
 
 
2. 「繊維分離」のプロトコルを選択し、ロードをクリックする。 
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3. 画面左側に操作のナビゲート画面が表示されるので、画面に従って操作する。 
 操作が終了したら、「次の手順」をクリックし、操作を進める。 

 
  
プロトコル内のオプション設定 
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4. 測定条件を設定後、「結果」に進むと、結果が表示される。 
 測定結果の出力や表示も左側の画面から設定が可能です。 

 
6. 測定終了後は「終了」をクリックする。 
 ＊注：プロトコルを終了すると、測定線の修正などが無効になるため、「終了」の前の段階で 
   ファイルメニュー→名前を付けて保存→「tif」ファイルで画像を保存することをお勧めします。 
 
7. 手動修正の際には、6 で保存したファイルを開き、測定メニューから手動でマージ、削除、追加する。 
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■連続自動測定の場合 
1. 連続自動測定する複数画像を、シーケンスで開く（ファイル→開く→シーケンスで開くに✔）。 
 
2. 設定モードにチェックを入れ、ステップ 2 まで進む。 
 
         ステップ１                ステップ 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. ステップ 2 で設定完了後に”戻る”アイコンでステップ 1 に戻る。 
 
 
 
 
 
 
3. ステップ 1 で”設定モード”のチェックを外して、”現セットで実行”を適用すると連続処理されます。 
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粒子から突出している枝測定 
 粒子から突出している枝の長さを自動で一度に測定できるようになりました。 
 
■測定手順 
1. カウント/サイズ→測定項目→「枝長さ集約→values」を追加する。 

 

2. 通常通りにカウントし、データ表を表示すると個々の枝の長さが出力される。 
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② ベクトル化モードのオプション増加 
 対象物の骨格を測定（長さの測定）に利用されるベクトル化のオプションが追加されました。 
ベクトル化が骨格化だけではなく、枝の端点、内部の枝、外側（解放）の枝、3 分岐点の測定が 
追加され、様々な枝測定に対応するようになりました。 

 
    通常のカウント（包括線で測定）          ベクトル化で測定 
     正しい長さが測定できない。          正しい長さが測定できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■測定手順 
1. カウント/サイズ→オプション→カウントのオプション→ベクトル化を選択する。 
  更にベクトル化▶で骨格化、端点、ノード（３分岐点）等のモードを選択する。 
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2. 通常通りにカウントすると、データ表にそれぞれの測定結果が出力される。 

 

 
 


